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感染症予防対策事業（とりまとめシート） 事務事業評価シート

ＢＣＧ接種接種率 ％
目標 100.0

② ＢＣＧ接種対象者 人
計画 680

実績

28年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

0401 感染症予防対策事業（とりまとめシート）

暮らし

実績

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

【 事後評価 】平成 27 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 04 01 03

政策 2-6 健康づくりの推進
施策 1 健康づくりの支援

目的 感染症の発生やまん延を予防する

対象 各予防接種の対象年齢の方及び狂犬病予防法に基づく登録犬

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性
意図 疾病のまん延や重症化を未然に防ぐ

妥当である

見直し余地がある

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

○予防接種法による定期予防接種
  Ａ類疾病　主に集団予防、重篤な疾病の予防に重点、本人に努力義務、接種勧奨あり
　Ｂ類疾病　主に個別予防に重点、本人に努力義務なし、接種勧奨なし
○狂犬病予防
　登録管理・鑑札、予防注射済票交付・集合注射日程周知
○こどものためのインフルエンザ予防接種費用補助（平成26年度繰越事業）
　対象乳幼児童に対し、インフルエンザ予防接種費用の補助

・予防接種法、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関
する法律、要綱に基づく業務のため。
・狂犬病予防事業は市の責務のため妥当である。

 受益と負担の適正化余地 ・受益者は、特定の市民ではないこと、市民の誰もがその対象年
齢には受益の機会が均等である。
・狂犬病予防接種は受益者負担があることから適正である。

受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

・関係医療機関への委託や補助により実施している事業であり、必要な
経費は県の補助単価に準じた算定をしているので必要最小限であるため
削減の余地はない。
・主に獣医師会への委託により実施している事業であり委託料の単価も
妥当であるため削減の余地はない。

5,800

後援・協賛 補助・助成

　総合評価　…上記評価結果の総括

妥当でない

委託
公
平
性

・予防接種法の一部改正により日本脳炎接種勧奨の差し控えによ
り接種を逸したものに対する接種勧奨の必要がある。
・狂犬病に関する意識が低い飼い主に対する啓発により、接種率
の向上が期待できる。

向上余地がある

向上余地がない

効
率
性市民参画の有無 無

適正である

市民協働の形態
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

実績 3,952

28年度(計画)活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 27年度(実績)

③ 狂犬病予防注射対象頭数 頭
計画 5,500

26年度(実績)

① 日本脳炎予防接種対象者数 人
計画 5,800

9,185

3,875
680
659663

実績
④

インフルエンザ予防接種対象者数
(こども)

人
計画 9,378

9,378 9,185

実績 5,220 4,988
5,500

98.0目標

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

100.9実績

26年度(実績) 27年度(実績)

③ 狂犬病予防注射接種率 ％
目標 100.0

① 日本脳炎予防接種接種率 ％
98.0

②

実績 90.5 89.7

実績 57.4

107.2 100.6

成果指標
の達成度

目標値より高い ○ 概ね目標値どおり

④
目標 63.0

116.6
100.0

77.0

100.0

53.9
インフルエンザ予防接種率(こど
も)

％

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

・疾病のまん延や重症化予防のため、H26年度から水痘および高齢者肺炎球菌が定期予防接種と
なったがスムーズに導入できた。今後新たな予防接種が増えることが考えられる。年度途中で予
防接種法が改正されてもスムーズに導入できるように情報収集に努める。
・予防接種未受診者に対して対象年齢期間中に受けられるよう機会を捉えて勧奨しているが接種
率が伸び悩んでいるものもあり、今後も機会を捉えて接種勧奨していく。

・狂犬病の人への感染を防ぐため、犬の登録情報の管理、鑑札・予防注射済票の交付を行い感染
症予防に努める。

・平成27年度に「花巻市こどものためのインフルエンザ予防接種費用軽減事業補助金交付要綱」
を改正し、補助額を拡充したことにより接種率は向上したが、事業実施2年目ということもあり
見込みの値には達しなかった。今後も機会を捉えて周知を行い、普及を図っていく。

・ＢＣＧ及び日本脳炎予防接種率など乳幼児の定期予防接種については、対象者に個別に接種勧
奨を実施し、接種率100%近くを維持しており、指標値を概ね達成できた。
・狂犬病予防注射接種率のH27目標値については、狂犬病予防法に基づく登録犬すべてに狂犬病
予防注射を接種させる義務があるため、100％に設定した。
・狂犬病に関する意識が低い、また死亡の届け出を怠る飼い主がいるため。
・平成27年度に花巻市こどものためのインフルエンザ予防接種費用軽減事業補助金交付要綱を改
正し補助額を拡充したことにより、子育て世代の負担軽減に資するとともに予防接種を受けやす
い環境整備を図り、接種率が向上した。

目標値より低い



※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。 （単位：千円）

単位：千円 （１）予防接種　　233,698千円　（前年比　▲25,577千円）
■予防接種委託料 224,601千円(前年比 ▲11,271千円)  ■事務費 9,097千円（前年比　▲379千円）

摘要
三種混合 臨時補助員賃金
四種混合 印刷製本費他
不活化ポリオ 郵送料等
二種混合 医師会事務委託
MR　Ⅰ
MR　Ⅱ
日本脳炎
ＢＣＧ
ヒブワクチン
小児用肺炎球菌
水痘

○ ～ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ（高齢） 1,800円

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ（生保）
高齢者用肺炎球菌 3,000円

肺炎球菌(生保）
　

合　　計

（２）狂犬病予防　2,433千円（前年比　+9千円）
狂犬病の予防注射により狂犬病の人への感染を防ぐ。

■鑑札等交付事務　1,140千円（前年比　+66千円）
■狂犬病予防注射事務　390千円（前年比　▲252千円）
■犬登録管理システムリース　708千円（前年比 0千円）

■犬登録管理システムリースサポート料　195千円（前年比 0千円）

（３）こどものためのインフルエンザ予防接種費用軽減事業　25,379千円
※平成26年度繰越事業

全額自己負担であるインフルエンザ予防接種の費用を補助（2回）することにより、
子育て世代の負担軽減に資するとともに予防接種を受けやすい環境整備を図る。

○事業費 ○接種者数、接種率

内 訳 摘　　　要 対象者数 　接種者延べ 　 接 種 率
　 作業員賃金 (A) 　人数（B）  (B)/((A)×2))

事業用事務用品 未就学児
予診票発送費用 4,184人 5,379人　 64.3%

健康管理システム改修 小学生
予防接種補助金 5,001人 5,168人　 51.7%

計 9,185人 10,547人　 57.4%

感染症予防対策事業（とりまとめシート） 事業説明資料
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自己負担額

3

663
22,156
31,034
14,317

229 1,083
12,139

種類 接種人数 事業費

高橋　正憲 390

3,574
内訳

平成 27 年度 事業説明資料 【 】

項

担当部署 部名 健康福祉部 課名 健康づくり課 担当係長 内線

会計 款 《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

一般 04 01

26年度
決算額(A)

27年度
決算額(B)

28年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費
261,699 △ 189 2,678

93
33,340

902
1,800
3,373

国・県

その他 2,424 2,443

261,510

3,619
7,679 9,097財

源
内
訳

775
651

13 35023,207 23,207

3,910

地方債 666

△ 23,415

19

Ａ
類
疾
病

6,926
27,487
4,741

事業期間 単年度繰返 期間限定 〔平成 年度 平成

事業開始の背景・経緯

部経営方針における目標

事業概要

○予防接種法による定期予防接種
  Ａ類疾病　主に集団予防、重篤な疾病の予防に重点、本人に努力義務、接種勧奨あり
　Ｂ類疾病　主に個別予防に重点、本人に努力義務なし、接種勧奨なし
○狂犬病予防
　登録管理・鑑札、予防注射済票交付・集合注射日程周知
○こどものためのインフルエンザ予防接種費用補助（平成26年度繰越事業）
　対象乳幼児童に対し、インフルエンザ予防接種費用の補助

・H17年度から21年度にかけて日本脳炎の予防接種が差し控えられたことにより、第2期の接種機会を
逃した世代のうち18歳になる人の接種勧奨がH25年度から再開され、年齢ごとに順次接種勧奨を行
う。
・HPやFM番組を通じ狂犬病に関する意識啓発と各種届出の適正化を呼びかける。
・登録情報の照会に対しどの支所でも対応できるよう新システムを導入し、本庁、支所間の情報共有
をはかる。
・平成26年10月より実施している「こどもインフルエンザ予防接種の補助事業」について、市民への
啓発・周知が必要であること

計

128
353

健康に対する意識が高まっています。 2,393
30 242

年度〕

目

03

事業ｺｰﾄﾞ

0401

・予防接種法により感染症の発生やまん延を予防するために各種予防接種事業を実施する。

一般財源 259,275 235,860

事業名

感染症予防対策事業（とりまとめシート）

事後評価

事業を展開する上での課題、留意事項　／　意見・要望等


